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∈
磁石は鉄を引きつける．

∈
今日もまた雨です。

∈ ⊇
あの建物こそ代表的な日本家屋です。

∈ ∈ ⊇
学者でさえ知られないことを彼は知っている。
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桜の花は大変美しいです。

お庭の桜の花が綺麗ですね。

お父さんが御病気では、いろいろと心配なことでしょう。
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鳶は出来る限り高く飛ぶ。

戸は開かれる。

⇒

潮が引いている。

二つの道はそこで出会っている。 兄さんが怒るよ。

太郎が来た。

地球は太陽の周囲を回転する。

人間は考える葦である。

青空に富士山がくっきり浮き上
がって見える。

一般の日本人は本をよく読む。

女の子は早いもんだよ。

私の横に少年が寝ていた。

郵便配達人は 1日 2回郵便物を配っ
て歩く。

訳もなく涙がぽたぽた落ちていた。
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τ σ

τ → σ →

犬は主人の後に従って歩く。

犬が主人の後に従って歩いている。

生きるべきか、死ぬべきか、これが問題点だ。

この作家は、皆がよく知っている。
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空は青い。

空が青い。
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⇒

 

仕事の方は、どのくらい進んでいます？

歩き方までが彼の性格を物語っていた．

留学生はアジアやヨーロッパばかりでなく、アフリカからも来
ています。

お父さんが御病気では、いろいろと心配なことでしょう。

バスの停留場は家から歩いて 分とかからない．

駝鳥が飛ばないことを除いては、鳥は飛ぶ。

空は、今日、本当に青いですね。
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母は買物に出かけました。音がだんだん近付いてくる。

船はだんだん遠ざかっていく。

宗教は従であって、道徳が主である。

あれは、家事は、よくやるが、料理が、駄目だ。
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